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発ᒎプ䝻䝉ス䜢㥑動した᪂₲┴⡿Ⳬ⏘業䛻ᅛ᭷の⏘学㐃ᦠの⤌䜏䜢ゎ明䛩䜛䛣䛸で、⏘学㐃ᦠの䛒䜚᪉

䛻୍䛴の♧၀䜢ᥦ♧した䛔䚹 
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２㹃㸮２ 

ㅮ₇題目 ⡿ᅜにおけるリࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーターのᩍ⫱プログラ࣒

と認定資᱁ 

 

 

 
 （発⾲者Ặྡ㸦発⾲者ᡤ属）㫽㇂ ┿బ子㸦金ἑ大学ۑ

 

 
࠙⫼景ࠚ  

㏆年の日本の大学をྲྀりᕳく環境のኚ化の一つとして、㐠Ⴀ費交金の減少とそれにకう➇த的外部

資金の増ຍがᣲࡆられる。特に課題ゎỴを目指したᡂ果重どの目的志向ᆺ研究や大学のࢩステ࣒ᨵ㠉を

ồめるᩍ⫱研究プログラ࣒の増ຍにకい、大ᆺの学㝿的研究チー࣒の構築や研究プロジ࢙クトの㐍䬖⟶

理・ᡂ果⟶理といった研究「のための」࣐ネージ࣓ント業務がᚲ要可Ḟとなってきている。これらの

研究࣐ネージ࣓ント業務にᚑ事するᑓ門ேᮦとして、リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーター(URA)がὀ目さ

れており、ྛ大学においてᑟධが始まっている。 

ᖹᡂ 23 年ᗘより㛤始した文部科学┬「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーターを⫱ᡂ・確保するࢩステ࣒

のᩚഛ」(リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩンࢩステ࣒のᩚഛ)事業により、15大学が URAᑟධのための

ᨭを受けている。リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩンࢩステ࣒のᩚഛ事業と同時に「リࢧーチ・アド

事業により、URA(のసᡂ࣒研ಟ・ᩍ⫱プログラ)「のᩚഛ࣒ステࢩストレーターを⫱ᡂ・確保するࢽ࣑

の業務㐙行能ຊ向上に資する研ಟ・ᩍ⫱プログラ࣒のసᡂ・ᐇも㐍められているところである。 

 

࠙目的ࠚ 

日本における URA ᑟධが㐍ࡴにつれ、その⫱ᡂ方法の関心が集まっている。URA はもともとア࣓リ

カにおける➨ 2ḟୡ⏺大ᡓ௨㝆の➇த的資金の増ຍにకい、⏦ㄳ業務や資金の㐺ษな⟶理等を行うため

のᑓ門職として発㐩したものである。ᚑって、ア࣓リカにおける URA のᩍ⫱・研ಟについての知見は、

ᚋの日本における URA⫱ᡂ㈉献するものとᮇᚅできる。そこで本研究ではア࣓リカにおける URAの

研ಟ・⫱ᡂのᐇ㝿についての調査を行い、ᚋの日本の URA⫱ᡂに対しての♧၀をᥦ♧することをヨࡳ

る。 

 

࠙研究の方法ࠚ 

 文献調査、ウࣈ࢙調査、インタࣗࣅー 

 

࠙結果ࠚ 

ア࣓リカにおける URA の研ಟ・ᩍ⫱の一つとして、URA 職能ᅋయがᥦ౪する研ಟ・ᩍ⫱プログラ࣒が

ある。National Council of University Research Administrators (NCURA)は 1960 年にタ❧された⣙

7000 ேの会ဨを᭷する⡿ᅜを代⾲する URA の職能ᅋయである。また、1967 年にタ❧された URA の職能

ᅋయである The Society of Research Administrators (SRA) Internationalは 4000ேの会ဨを᭷して

いる。いずれも年 1ᗘの年会と分科会において、目的別・レ࣋ル別の研ಟ・ᩍ⫱プログラ࣒を用意して

いる。࢜ンラインでの研ಟも受けることができる。 

一方、ྛ大学が⊂自に㛤発している研ಟ・ᩍ⫱プログラ࣒、認定もᏑᅾする。えࡤコーネル大学で

は &RUQHOO 8QLYHUVLW\¶V 5HVHDUFK $GPLQLVWUDWLRQ &HUWLILFDWLRQ 3URJUDP �5$&3�と⛠する⊂自の認定プログラ࣒

を㛤発しており、� 日間のᚲಟコアトレーࢽングプログラ࣒にຍえ、�� 時間の㑅ᢥ科目ᒚಟ、最ᚋにヨ験に

合᱁することで認定を受けることができるようになっている。 
さらに、ࢧウスࣇロリࢲ大学のように、リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩンのಟኈ課⛬を᭷する大学

もᏑᅾする。 

このように、いくつかの大学が⊂自の研ಟ・ᩍ⫱プログラ࣒㛤発や認定を行っているが、全⡿でඹ通

の URA 認定もᏑᅾする。Research Administrators Certification Council(RACC)は、1993 年にタ❧さ

れた URAの資᱁認定を行っている㠀Ⴀᅋయである。資᱁認定には、一定の職務⤒験とヨ験の合᱁がᚲ
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要となる。このヨ験の出題範ᅖは、URAのための知識య系「Body of Knowledge」に基づいている。ただ

しこの Body of Knowledgeは、出∧≀のような確❧されたものではなく、ウࣈ࢙上の様々な情報のリン

クをᩚ理したものであるⅬが⯆῝い。また RACCは上㏙の NCURA、SRA Internationalと連ᦠしており、

Body of Knowledge をカバーする研ಟ・ᩍ⫱プログラ࣒のセッࣙࢩンをᥦ౪するようにしている。全⡿

で 15ேいると目されている URA であるが、RACCの認定者は未だ全⡿で 1780 㸦ྡᖹᡂ 24年 9᭶現ᅾ）

しかᏑᅾしておらず、このไᗘはまだそれどᾐ㏱していないとᛮࢃれるものの、最㏆ではこの資᱁が

᪼௵の㝿に考慮されるようになってきたとのことである。 

 

本発⾲では、上グに㏙たྛᅋయ・大学における研ಟ・ᩍ⫱プログラ࣒およࡧ認定についてのලయに

ついて報告を行いたい。また、それによりᚋの日本における URA研ಟ・ᩍ⫱プログラ࣒およࡧ認定の

ᅾり方について考えたいとᛮう。 

 

 




